
経営基盤戦略

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）と相互協力協定締結 
 2050年カーボンニュートラルに向けたイノベーションを加速
　政府が掲げる「2050年カーボンニュートラル」などの実現を目指し、持続可能な社会の構築に貢献するイノベーションを
加速させるため、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）と相互協力協定を締結しました。
　両機関は本協定に基づき、NEDOが持つ多様な技術分野に関
する技術戦略やマネジメントの知見・ノウハウと、DBJグループが
培った幅広い産業ネットワークやファイナンスの知見を有機的に
連携させることにより、革新的な技術開発成果の社会実装を促す
とともに、イノベーションの創出を目指しています。
　本協定を通じ、DBJグループは経営基盤の整備や研究開発の
促進、民間企業との協業機会の模索などを通じてNEDOプロ
ジェクトの事業化を支援し、第5次中期経営計画で掲げる「GRIT

戦略」を通じて持続可能な社会の実現に貢献していきます。
https://www.dbj.jp/investigate/
調査研究に関する情報は、DBJウェブサイトをご覧ください。

G R I T 戦略 Project Spotlight

ナレッジ／連携・協働
DBJグループの経営資源である知的資本、関係・

社会資本の向上に向けて、ナレッジを蓄積する

と共に、多様なステークホルダーとの連携・協働

を推進していきます

知的資本
ナレッジ
産業調査の実施
　マクロ経済動向や主要産業の動きなど、内外の経済産業動
向の分析・情報発信を行っています。

設備投資計画調査の実施
　1956年以来60年以上の歴史を持つ調査。企業の国内設
備投資動向、海外設備投資や研究開発、M&A、人的投資な
どを調査対象とし、経営陣へのヒアリング等も行っています。

設備投資研究所の活動
　下村治博士を初代所長に迎え1964年に設立。外部有識者
との連携・協働による知的資本創造の場を形成し、「アカデミッ
クかつリベラル」な立場からサステナブルな経済社会の構築に
向けた研究活動を推進しています。

2050成長戦略本部会合の開催
　第5次中期経営計画で掲げる「GRIT戦略」の達成に向けた、
経営陣を含めた横断的な会議体。

プロセス等
デジタル戦略室
　部店横断メンバーにより組成され、「DBJ-DXビジョン」に基
づき行内業務のデジタル化及びお客様の課題解決に向けた取
り組みを推進しています。

関係資本
　お客様、金融機関、投資家、官庁・地方自治体などとの情報交流や利害調整を通じ、多方面でのネットワークを構築してきまし
た。経済・社会が抱える課題の抽出や、投融資等の業務を行ううえでも、こうしたネットワークを活かし、DBJグループならではの
取り組みを実現します。また、お客様にサービスを訴求するうえで、レピュテーション維持やブランド価値の向上を目指します。

ステークホルダーとの連携・協働・対話

お客様
• DBJサステナビリティ評価認証融資の提供 • 女性ビジネスプランコンペティションの開催
• DBJコネクトによるプラットフォームの提供 • iHubによるイノベーション創出の支援

金融機関
•  LTICとの連携
•  英ソーシャル・インパクト・ファンド（Bridges Fund Management Limited）との業務協力

政府 • ESG金融ハイレベル・パネルへの参画 • TCFDシナリオ分析支援事業への参画

研究機関 •  設備投資研究所による金融アカデミーの開催

社会資本
　社会資本を「市場経済の基盤
を支える社会全体にとっての共通
の財産」と定義し､その価値の向
上を持続可能な社会の実現に向
けた基礎条件として捉えています。

 ナレッジ／連携・協働

社会資本 内容 取り組みの事例

① 自然環境 森林、山川、湖沼、土壌、大気
環境格付融資 
DBJ Green Building認証

②
  社会的インフラ 
ストラクチャー

エネルギー／運輸・交通／ 
都市インフラ産業のバリューチェーン

インフラ・産業向け投融資 
BCM格付融資

③ 制度資本
金融システムの安定、金融市場の発展・ 
活性化

危機対応業務リスクマネー供給 
サステナビリティボンド発行

相互協力協定　締結式
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